
弱さの生かし方

澤田智洋氏
世界ゆるスポーツ協会代表理事/コピーライター

＜講師プロフィール＞
1981年生まれ。幼少期をパリ、シカゴ、ロンドンで過ごした後17歳の時に帰国。2004年広告代理店
入社。映画「ダークナイト・ライジング」の『伝説が、壮絶に、終わる。』等のコピーを手掛ける。 東京
2020パラリンピック閉会式のコンセプト/企画を担当。2015年に誰もが楽しめる新しいスポーツを開
発する「世界ゆるスポーツ協会」を設立。これまで100以上の新しいスポーツを開発し、20万人以上
が体験。海外からも注目を集めている。また、一般社団法人 障害攻略課理事として、ひとりを起点
に服を開発する「041 FASHION」、視覚障害者アテンドロボット「NIN_NIN」など、福祉領域における
ビジネスも多数プロデュースしている。著書に「マイノリティデザイン（ライツ社）」「ガチガチの世界を
ゆるめる（百万年書房）」。

＜担当スタッフより＞
「弱さ」と聞いてどのようなイメージを思い浮かべますか？おそらくネガティブなイメージを連想し、
克服しなければならないのではと考えた方が多いのではないでしょうか。
澤田さんは「弱さを強みにする」という考え方を軸に、様々な活動を行っている方です。「弱さを強み
にする」考え方を学ぶことで、皆さんの短所を少しでもポジティブにとらえ、自己理解の促進につな
げるきっかけ作りにする時間にしてほしいと思います。

第6回 6月2日（木）オンデマンド講演

総合2022　自画像を描く〜”枠”から気づく自分の世界〜


